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アクセスデバイスは
L2動作が基本。

アクセスデバイスとは？アクセスデバイスとは？

アクセスデバイスの位置づけ

CoreCore

MetroMetro
MetroMetroMetroMetro

OLTDSLAM
L2 SW

M/C M/CM/C

ONU ONUONUCPE CPECPE M/C M/CM/C



◆◆ 前述の通り、アクセス系機器は、ネットワークから見ていわゆる

“ノードノードノードノード”ではありません

◆◆ MPLS、関係ないですね。。。

IPだろうがVLANだろうがラベルだろうが、素通しが基本です

アクセスデバイスとは？アクセスデバイスとは？

なぜなぜなぜなぜMPLS JapanMPLS JapanMPLS JapanMPLS Japanにきたのかにきたのかにきたのかにきたのか？？？？

しかししかししかししかし、、、、アクセスアクセスアクセスアクセス系機器系機器系機器系機器のののの潮流潮流潮流潮流とととと、、、、コストコストコストコスト構造構造構造構造をををを見見見見ていくとていくとていくとていくとしかししかししかししかし、、、、アクセスアクセスアクセスアクセス系機器系機器系機器系機器のののの潮流潮流潮流潮流とととと、、、、コストコストコストコスト構造構造構造構造をををを見見見見ていくとていくとていくとていくと

アクセスデバイスアクセスデバイスアクセスデバイスアクセスデバイスははははアクセスデバイスアクセスデバイスアクセスデバイスアクセスデバイスははははMPLSMPLSMPLSMPLSMPLSMPLSMPLSMPLSとのとのとのとの関係無関係無関係無関係無しにはしにはしにはしには語語語語れませんれませんれませんれません！！！！とのとのとのとの関係無関係無関係無関係無しにはしにはしにはしには語語語語れませんれませんれませんれません！！！！



NEW

NEWNEW

アクセスデバイスの現状アクセスデバイスの現状

アクセスデバイスの抱える問題

CoreCore

MetroMetro
MetroMetroMetroMetro

OLTDSLAM
L2 SW

M/C M/CM/C

ONU ONUONUCPE CPECPE M/C M/CM/C

サービスサービスサービスサービスごとにごとにごとにごとに専用機器専用機器専用機器専用機器がががが必要必要必要必要
◆ 運用コストの増大
◆ 複雑なオペレーション

新新新新サービスサービスサービスサービス開始開始開始開始のののの度度度度にににに機器開発機器開発機器開発機器開発
◆ 機器開発費用
◆ 展開作業費用



回線回線（ファイバ等）（ファイバ等）

宅内機器・工事宅内機器・工事

アクセスデバイスの現状アクセスデバイスの現状

コアコア//集約ネットワーク集約ネットワーク

局内アクセス系機器局内アクセス系機器

アクセス系の占める割合が大きい

ネットワークのコスト配分構造

CoreCore

MetroMetro
MetroMetroMetroMetro

OLTDSLAM
L2 SW

M/CM/C

ONU ONUONUCPE CPECPE M/CM/C



様々なサービスを
MSANで１つに集約

最近のアクセスデバイスの動向最近のアクセスデバイスの動向

MSANコンセプト

CoreCore

MetroMetro
MetroMetroMetroMetro

MSAN

xDSL PONetc
(ISDN/POTS)

ONT ONTONTCPE CPECPE ONT ONTONT

MSANMSAN：：Multi Service Access NodeMulti Service Access Node



あれあれ？あれあれ？
本当にコスト構造を改善するの？本当にコスト構造を改善するの？

最近のアクセスデバイスの動向最近のアクセスデバイスの動向

MSANMSANMSANMSANMSANMSANMSANMSAN
Multi  Service  Access  NodeMulti  Service  Access  NodeMulti  Service  Access  NodeMulti  Service  Access  NodeMulti  Service  Access  NodeMulti  Service  Access  NodeMulti  Service  Access  NodeMulti  Service  Access  Node

サービスサービスサービスサービスのののの集約集約集約集約サービスサービスサービスサービスのののの集約集約集約集約
ｘｘDSLDSLももPONPONも１つのも１つの
「ノード」でカバー「ノード」でカバー

レガシーレガシーレガシーレガシーののののサポートサポートサポートサポートレガシーレガシーレガシーレガシーののののサポートサポートサポートサポート
EthernetEthernet系メディアだけ系メディアだけではではなくなく

レガシーもサポートレガシーもサポート



MSANでアクセス系機器を集約する
だけでコスト構造は改善するのか？

最近のアクセスデバイスの動向最近のアクセスデバイスの動向

回線回線（ファイバ等）（ファイバ等）

宅内機器・工事宅内機器・工事

コアコア//集約ネットワーク集約ネットワーク

局内アクセス系機器局内アクセス系機器



サービスごとに別々のアクセスデバイスをサービスごとに別々のアクセスデバイスを
置くと、サービス自体もはや建て付かない置くと、サービス自体もはや建て付かない

１つにまとめようとしても、メディア１つにまとめようとしても、メディア
の要件違いでうまくまとめられないの要件違いでうまくまとめられない

どうやらネットワーク側は、どうやらネットワーク側は、MPLSMPLSMPLSMPLSMPLSMPLSMPLSMPLS
というのを使ってまとめるらしいというのを使ってまとめるらしい

それなら、こっちも同じ手でそれなら、こっちも同じ手で
やってみるか！やってみるか！

アクセスデバイスとアクセスデバイスとMPLSMPLS



アクセスデバイスとアクセスデバイスとMPLSMPLS

MSANMSANMSANMSANMSANMSANMSANMSAN
Multi  Service  Access  NodeMulti  Service  Access  NodeMulti  Service  Access  NodeMulti  Service  Access  NodeMulti  Service  Access  NodeMulti  Service  Access  NodeMulti  Service  Access  NodeMulti  Service  Access  Node

サービスサービスサービスサービスのののの集約集約集約集約サービスサービスサービスサービスのののの集約集約集約集約
ｘｘDSLDSLももPONPONも１つのも１つの
「ノード」でカバー「ノード」でカバー

レガシーレガシーレガシーレガシーののののサポートサポートサポートサポートレガシーレガシーレガシーレガシーののののサポートサポートサポートサポート
EthernetEthernet系メディアだけ系メディアだけではではなくなく

レガシーもサポートレガシーもサポート

MPLSMPLSMPLSMPLSMPLSMPLSMPLSMPLS
＆＆＆＆＆＆＆＆PWE3PWE3PWE3PWE3PWE3PWE3PWE3PWE3
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MSAN with MPLSMSAN with MPLS

CoreCore

MetroMetro
MetroMetroMetroMetro

CPE CPECPE

インターネットサービスインターネットサービス

L2/L3 VPNL2/L3 VPNサービスサービス

レガシーサービスレガシーサービス
（（ATM/TDMATM/TDM……））

CPE CPECPE

MSAN

xDSL PONetc
(ISDN/POTS)

Ethernet T1, ATM, etc.,

サービスサービスサービスサービスををををＭＳＡＮＭＳＡＮＭＳＡＮＭＳＡＮ機器機器機器機器にににに
集約集約集約集約することによるすることによるすることによるすることによる効果効果効果効果
◆◆
◆◆
◆◆
◆◆

開発費用の削減
展開費用の削減
保守費用の削減
オペレーションの簡素化

VPNVPN

ATMATM

T1T1

POTSPOTSInternetInternet

MPLSMPLSMPLSMPLSMPLSMPLSMPLSMPLS
PseudoPseudoPseudoPseudoPseudoPseudoPseudoPseudo--------WireWireWireWireWireWireWireWire



MSAN with MPLSMSAN with MPLS

宅内機器・工事宅内機器・工事

回線回線（ファイバ等）（ファイバ等）

局内機器の統合
⇒開発費用の削減
⇒運用・保守費用の削減

回線の集約
⇒回線の一本化
⇒工事費用の削減

宅内機器の集約
⇒工事費の削減

コアコア//集約ネットワーク集約ネットワーク

局内アクセス系機器局内アクセス系機器



メリットメリットメリットメリット
◆ １つのスキームで、いろんなサービスをサポート可能

◆ 機器・工事コストを圧縮

MSANのコンセプトに合致！

デメリットデメリットデメリットデメリット
◆ 難しすぎます！

OSPF!?, BGP !?, RSVP-TE!?, LDP!?

◆ ラベル付けて送るだけにしては、複雑すぎる？

ラベルを付けたいだけなんです

メリット・デメリットメリット・デメリット



CPECPECPECPECPECPECPECPE

既存のアクセスデバイスでの方式既存のアクセスデバイスでの方式

MSAN with MPLSMSAN with MPLSでの方式での方式

PON䜔䜔䜔䜔DSL䜒䜒䜒䜒䚸䚸䚸䚸L2䛿䛿䛿䛿
Ethernet䝧䞊䝇䝧䞊䝇䝧䞊䝇䝧䞊䝇

MSAN withMSAN with MPLSMPLS

どこでラベルを付けるべきか？

VLANVLANVLANVLAN

LabelLabelVLANVLANLabelLabel

MSANMSANMSANMSANMSANMSANMSANMSAN



もっともっともっともっと簡単簡単簡単簡単にににに作作作作れませんかれませんかれませんかれませんか？？？？
◆◆ もともと、単純な機能でたくさん

バラまくものです
安価に仕上げたいです

◆◆ CPEからラベルつけたりします。
複雑なことはできません

ラベル付けるだけならできます

標準標準標準標準になっているになっているになっているになっている簡易簡易簡易簡易なななな管理手法管理手法管理手法管理手法
であればなんでもいいであればなんでもいいであればなんでもいいであればなんでもいい

スタティックでも何でもいい。

アクセスデバイスからアクセスデバイスからMPLSMPLSへの要望への要望

CoreCore

MetroMetro
MetroMetroMetroMetro

MSAN

xDSL PONetc
(ISDN/POTS)

ONT ONTONT ONT ONTONT

MPLSドメイン

アクセスドメイン

StaticStatic
管理管理

LabelLabel
だけだけ

MPLSMPLS
OSPF/RSVP/LDP/OSPF/RSVP/LDP/etcetc・・・・・・



まとめまとめ

ネットワークの構築コストの大部分をアクセス系コストが
占めています

アクセスデバイスの統合化の流れがあり、たまたまですが
MPLSという技術がマッチしそうです

MPLSは単純なラベル転送に、複雑なものがくっついて高価
になってしまいます

もっと軽くして、アクセスデバイスでも使いやすく、安価
にしてほしいです



ご清聴ありがとうございますご清聴ありがとうございます

ご質問など・・・ご質問など・・・


